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執行委員長

浜崎克巳

1995年1月17日、ほとんどの市民が予期していなかった大地震が、

私たちの生活を一瞬にして破壊してしまいました。

あれから 1年2カ月が過ぎましたが、最愛の家族をなくし．、住む

家を失い、仕事を奪われた多くの市民を誰が守り支えてくれたでし

ょう。憲法は第25条で「すべての国民は、健康で文化的な最低限度

の生活を営む権利を有する」と明記しています。しかし政府は「個

人の資産は個人で守れ」と、個人補償には全く誠意を示さず、県や

市当局も同じ立場を取り続けています。そしてその一方で大手ゼネ

コンの利益につながる復興 ・開発事業には大量の資金を投入し続け

ています。

私たちは、住民のいのちとくらしを守る自治体労働者として、個

人補償の実現と、財政難を口実にした「自治体 リストラ」に反対す

る闘いに今後とも全力で奮闘します。
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